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Ms△－４ • スタートしてから、細かい⼩径を通ら
せるレッグが連続し、先読みができて
いない状況と思われる。

• そういう状況の場合、たとえ⼀番距離
の短いベストルートでなくても、あえて
ナビゲーション負荷の低いそのルート
を選ぶことが考えられる。例え
ば、3-4は、⾚ルートだと細かい⼩径を
辿ることが求められるのに対して、⻘
ルートは池をぐるっと巻くだけでよい
ため、相対的にナビゲーション負荷が
低い。こうした場合、４ポ以降の先読
みができるため、仮に距離が⻑いとし
ても⻘ルートを選ぶことも１つの⼿で
ある。（今回はたまたま、⻘ルートのほ
うが短いが）



Ms６→７/Ws６→７

• 男⼥とも⼀番の勝負レッグ
• レッグ線の向き的に、⾚‧⻘ルート⽅向へ脱出し
たくなるが、最短は⽔⾊

• ⾚⾊は舗装路を爆⾛できるため、悪いルートでは
ない。⻘ルートが⼤負け。レッグ線に関し
て、S字カーブを描くルートはぱっと⾒レッグ線
に沿っているので距離が短そうだが、思った以上
に距離が伸びるので、負けルートになりやすい。

• ⽔⾊を選んだ場合、14ポ‧10ポのポストを確認し
ておくべし。



Ms７→８/Ws７→８ • ぱっと⾒、⾚と⻘がどっちが短
いかわからないと思う

• そういう時は、①⾛りやす
さ②どれだけスピードが落ちる
地点があるか、を考える。①に
ついては、どちらも道を使うの
であまり変わらず（強いて⾔え
ば、⼩径を使う分、⽔⾊ルート
のほうが遅い可能性あ
り）。②は、6-7のアタック
と8-9の脱出が黒⽮印の向きに⼀
意に定まるため、⽔⾊ルートだ
と、7ポと8ポでスピードを０に
する必要がある。

⇒ゆえに、⾚を選べる。



Ms11-14

• 細かい⼩径を辿る必要のある
レッグ

• 適当に⾏くと、⾃分がどの⼩
径を⾛っているか分からなく
なるので、少しスピードを落
としてもいいので、常にサム
リを⼼がける。



Ms２１→２２
• 関東スプセレのテレインである「古河公⽅公
園」は不整地が多く、遠くの⽬標物までまっす
ぐ進む課題を問うレッグがあると思われる。

• テレイン内に、遠くからでも分かる特徴物がど
れだけあるのか、その形はどのようなものなの
か、セレ前にしっかりと予習しておく。

• そうすることで、21→22に関して、地図を⾒て
すぐにこのエリアは鉄塔が遠くからでも⽬印に
なるからそれを使おうと判断することができ
る。（チェックポイントの設定時間に関して差
が⽣まれる）



Ms２２→２３/
Ws１８→１９

• このレッグがあった時、「左⼿の
池に沿って⾏けばいいや」と思う
⼈は多いだろう。だが、それだと
どこまで進めばいいか（⾃分がど
こまで進んだか）分からなくなり
がちである。

• ⼀⽅、右⼿を⾒ると、23ポの近
くに舗装路の分岐がある。分岐と
の相対位置で、⼤体２３ポがどこ
にあるかが分かる。

⇒レッグ線の両側を確認して、⽬
印になりやすいものを⽬印にすべ
し。

※関東スプセレのテレインであ
る「古河公⽅公園」もテレイン内
に池があるが、池に視野を囚われ
すぎることなく、チェックポイン
トを定めるべし。



Ws９→１６ • ショートレッグが連続するレッ
グ。スプセレでもコースの途中でこ
ういうレッグは必ずある。

• こういう場合、⾶ばしペナが起こり
がちなので、ポスト番号下⼀桁は必
ず意識する。（「次のポストの下⼀桁
は〇番」と⼝ずさみながらレースす
るのも効果的）

• あとは、アタックするポストが⾒え
たら、すぐさま視線を次の脱出⽅向
へ移す。例えば、11→12を⾏ってい
て、12ポが⾒えたら、すぐさま13へ
と続く⼩径が⾒えないかそっちの⽅
向を確認する。そうすること
で、12ポに着いた時、スムーズな脱
出を実⾏することができる。


